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【図表1】 合意した生産量および調整量 

2016年12月6日 

出所：OPEC  ※斜体部分は筆者追記 

OPECの減産決定を受けた原油市場の行方 

（1,000バレル／日） 

総合商社の眼、これから世界はこう動く 

*1* 参考生産量は2016年10月（アンゴラのみ2016年9月）の第三者機関による発表値  
*2* インドネシアはOPEC加盟を一時停止（suspend）  

*1* 

*2* 

減産率は参考生産量に対する生産目標量の減産幅。インドネシア、リビア、ナイジェリア、14ヵ国合計の参考生産量は2016年10月の第三者機関による発表値。 
イランの参考生産量+調整量が生産目標量にならないのは、参考生産量に第三者機関ではなくイランの主張する生産量に配慮した数字を適用しているためと推測される。 
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